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サロンどかぶちマートで「七宗かるた大会」を行いました。
競技は和気あいあいと進み、参加者は一枚ごと読み手に

かるたの出来た由来をたずねていました。
サロンどかぶちマートは毎週火曜午後1時半〜2時半に

OPENしています。ぜひ一度、遊びにきてください。



　日本赤十字社は、人道博愛の精神から、世界各地での救援活動はもとより国内での災害救護、血液事業、医
療活動、社会福祉事業などの活動を展開しています。また、七宗町の防災備蓄品の購入を行い、町民の皆様に
還元しています。
　このような赤十字の活動は、皆様からご協力いただ
いている社資により支えられています。皆様よろしく
お願いいたします。

令和5年度社協会費納入にご協力ありがとうございました
　令和5年度の七宗町社会福祉協議会会費納入に際し
ましては、区長様を通じ、町民の皆様、また法人・事
業所の皆様からも多大なご理解ご協力をいただき、多
額の会費をお寄せいただきました。本当にありがとう
ございました。

一 般 会 費	 1,101,000円
特 別 会 費	 153,000円
特別賛助会費	 424,615円
　合　　計	 1,678,615円

■■  七宗町社会福祉協議会会費納入のお願い 七宗町社会福祉協議会会費納入のお願い ■■

■■  日本赤十字社社資のお願い 日本赤十字社社資のお願い ■■

会費は福祉のまちづくりの貴重な財源です。皆様のご理解とご協力を宜しくお願いします！会費は福祉のまちづくりの貴重な財源です。皆様のご理解とご協力を宜しくお願いします！
　令和6年度会費は、5月以降、区長さんを通じて各ご家庭へ協力をお願いしてまいります。
　お寄せいただいた会費は社協の貴重な自主財源として、様々な地域福祉事業（高齢者・障がい者福祉、各種ボ
ランティア活動など）に有効に活用させていただき、町
民の皆様に還元していきます。
　又、法人・事業所様には10月頃、社協職員がお伺い
いたしますのでご支援をよろしくお願いいたします。

一般会員　　　１口　1,000 円 （個　人）
特別会員　　　１口　3,000 円 （個　人）
特別賛助会員　１口　5,000 円 （事業所）

一般会員　　　１口　　 500 円 （個　人）
特別会員　　　１口　1,000 円 （個　人）

◦無料法律相談の費用
◦福祉協力校、地域いきいきサロン、
　ボランティア団体への助成

◦ボランティア保険料
◦七宗町社会福祉協議会だより
　『みんなのふくし』の発行費用の一部 等

社協会費の主な使い道社協会費の主な使い道

福祉委員の皆様をご紹介します福祉委員の皆様をご紹介します

敬称略…順不同

2024年4月1日〜2026年3月31日任　期

令和4、5年度の福祉委員の皆様、在任中は見守り活動等にご協力を賜り誠にありがとうございました。
次の福祉委員が決まりましたのでご紹介します。2年間よろしくお願いします。

地区名 委員名 地区名 委員名 地区名 委員名 地区名 委員名

間　見 加納　 久子 中八日市 森　　 千夏 室　兼 土屋　 京子 大　柿 今瀬　 純子
牛ヶ洞 亀山 千代子 下八日市 阿部　 令子 幸内　 暢子 分　郷 渡辺 由美子
上大橋 中島 美智代 下中切 上野　 満則 追　洞 鈴木 みどり 平 長谷川 道子

犬飼 真由美 亀山　 裕子 林　　 礼子 樫　原 村井　 礼子
小　穴 渡邊　 好子 上中切 土屋　 朋子 飯　高 後藤　 和美 長谷川 博子
大　穴 長尾　 実花 中島　 伊織 後藤 いづみ 野々古屋 馬場　 春美
寺　洞 福井 八重子 葉　津 塚本　 智絵 本郷上 岩井　 洋子 中麻生上 岩田　 豊子

上野　 弘子 万　場 中島 ゆかり 吉田　 美和 前島　 由美
大　塚 森　　 直美 塚本　 雅子 本郷下 武市　 淳子 中麻生下 佐藤　 浜子
奥　田 渡邉 ゆかり 杉　洞 堀部　 栄次 長尾 八千代 後藤 ちず子

山岡　 悦子 堀部　 厚美 戸　刈 後藤　 裕子 芝 渡邉　 正子
上八日市 福井　 美咲 葛　谷 福井 千奈美 勝 加藤 みゆき
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令和5年度社協会費納入にご協力ありがとうございました

サロン代表者会議サロン代表者会議
町で開設されている地域サロンの代表者会議が行

われ、サロンで行えるレクリエーションや講習の紹
介をしました。

会議後、最近流行のスポーツ「モルック」を体験し、
投げる棒（モルック）が飛んだ位置を見て、歓声が上
がっていました。

身体障がい者日帰り旅行を4年ぶりに開催しまし
た。今回は蒲郡のオレンジパークであさりの釜めしの
昼食といちご狩りを楽しんでいただきました。参加者
の皆さんは旬のいちごを思う存分堪能されました。

ふれあいふれあい事業事業

3月7日（木）に、自宅で介護をされている介護者さんを対象に
「慰安会」を行いました。

日頃の介護からのリフレッシュを目的に、要介護者さんはデ
イサービスを利用していただき、介護者さんには、関市のシネッ
クスマーゴにて映画鑑賞と、その後、近くの「磯蔵」という食事
処でゆっくりと食事をとっていただきました。

8名の介護者さんにご参加いただき、河合勇人監督の作った
時代劇「身代わり忠臣蔵」という映画を堪能していただきました。

映画を見に行ってきました！映画を見に行ってきました！

ひとり親世帯中学卒業生激励事業
　七宗町社会福祉協議会ではひとり親世帯で中学校を卒業する方に図書カード
3,000円分をお贈りしています。今年度は応募のあった7人の卒業生にお渡し
することができました。ご卒業おめでとうございます。

次
回
は

期　　　日：令和6年5月10日（金）
囲碁・将棋：午前10時～午後3時まで　麻雀：午後1時～午後3時まで
場　　　所：サンホーム七宗

　七宗町社会福祉協議会では、囲碁・将棋・麻雀の集いを開催しています。1月14日は9名、
3月8日は7名が参加されました。最近、希薄になりがちな人間関係を深めるため、友人・家族・
近所の方などで、囲碁・将棋・麻雀を通じて楽しんでみませんか？
　男性も女性も大歓迎です。送迎いたしますのでご相談ください。

囲碁・将棋・麻雀の集い囲碁・将棋・麻雀の集い
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1 具体的な目標の取組み

目標１ 互いに支え合うきずなづくり

地域とのつながり、ボランティア活動の新しい展開をはかる
❶	高齢者や障がい者との交流の場を通じた「つながり」づくり
　◦福祉懇談会の開催　◦敬老会の開催の支援　◦戦没者遺族会への支援
　◦高齢者、障がい児・者等との文化・学習・スポーツ等交流の促進　◦ふくしまつりの開催

❷	福祉教育の推進　◦福祉協力校の連絡会の設置　◦ワークキャンプの実施

❸	ボランティア活動の推進
　◦ボランティア体験事業の実施　◦福祉教室・ボランティア教室の開催　◦ボランティアの養成
　◦ボランティア活動拠点の確保　◦災害ボランティアの育成　◦災害ボランティアセンター立ち上げ訓練
　◦福祉協力校指定事業の推進　◦生活支援サポーターの養成・活動支援

❹	ボランティア情報等の提供　◦各種「たより」の発行

❺	NPO法人等への支援と協働　◦NPO・住民参加型団体等との連携推進

❻	地域福祉センター利用促進
　◦社協ふれあいイベント事業の推進　◦さんさんサロンの実施　◦おいでよサンホーム事業の推進

目標２ 見守り、支え合いのネットワークづくり

❶	小地域福祉活動の推進
　◦小地域ネットワーク活動の推進　◦福祉委員活動の強化　◦民生委員児童委員との連携　◦公民館カフェの実施
　◦各関係機関・団体との連携強化　◦認知症高齢者等見守り体制の確立 ◦地域福祉懇談会
　◦住民主体による福祉ニーズ把握活動の推進　◦生活支援サポーターの活動推進

❷	高齢者、障がい者、障がい児とその家族への支援
　◦アウトリーチ訪問活動　◦介護者の集いの開催と介護者の会の組織化　◦独居老人の慰安会の開催
　◦親子教室保護者会活動への支援　◦精神障がい者とその家族の会の組織化推進　◦日中一時支援事業の実施
　◦知的障がい児・者とその家族の会の組織化推進

❸	介護予防の推進
　◦地域の居場所づくり推進事業　◦ふれあいいきいきサロンの推進　◦介護予防拠点整備事業

❹	障がい者、障がい児の自立支援の推進
　◦障がい者ふれあい事業の推進　◦車両移送型移動支援事業

❺	共同募金配分事業、擁護事業の実施
　◦被災者救済事業の実施　◦歳末たすけあい援護事業の実施　◦ふれあい・いきいきサロンに係る備品整備事業
　◦共同募金配分事業の実施　◦ふるさとまつり等でのPR活動の推進　◦キッズルーム木製おもちゃ購入事業

❻	児童の健全育成・子育て支援の推進
　◦親子教室事業の推進　◦ひとり親家庭の激励事業　◦関係機関・団体等との連携強化
　◦ひとり親家庭日帰り旅行事業　◦おうちでクッキング子育て支援事業　◦子どもの学習支援事業
❼	情報提供の充実　◦広報誌の充実　◦ホームページの開設　◦福祉情報コーナーの開設　◦計画の広報

目標３ いつまでも安心して暮らせるまちづくり

❶	総合相談活動の推進
　◦総合相談窓口の設置　◦心配ごと相談・無料法律相談　◦お客様相談窓口と苦情解決責任者の設置
　◦七宗町結婚相談所の設置

❷	成年後見制度の整備　◦成年後見制度法人後見制度設置に向けた協議

❸	生活福祉資金貸付事業の推進　◦生活福祉資金貸付事業の推進

❹	福祉サービス利用者の権利擁護　◦日常生活自立支援事業の推進

❺	災害支援体制の整備
　◦災害時の小地域協力体制の確立　◦赤十字社活動への協力　◦災害ボランティアセンター立ち上げ訓練
　◦防災倉庫内備蓄品管理

七宗町社会福祉協議会事業計画七宗町社会福祉協議会事業計画令和
6年度
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2 福祉サービス提供体制

3 社会福祉協議会の基盤強化

福祉サービス提供体制と質の向上
❶	在宅サービスの充実
　◦ホームヘルプサービス(訪問介護)の拡充　◦同行援護の実施　◦デイサービス(通所介護)の拡充
　◦居宅介護支援サービスの充実　◦ふれあい型食事サービスの推進　◦生活支援型配食サービスの推進
　◦福祉機器の無料貸し出しサービスの推進　◦移送サービスの推進　◦生活困窮者緊急食糧支援事業

❷	福祉サービス等の基盤整備と質の向上
　◦職員の研修等の推進　◦職員の専門性の強化　◦サービス利用者の満足度調査の実施
　◦サービス評価委員会の設置　◦介護保険居宅サービス指定事業者連絡会の設置　◦福祉バス運行事業
　◦生活支援バス運行事業　◦住宅改造・改修相談の実施

❶	会員募集、共同募金　◦会員・会費の拡大と会員意識の向上　◦会費・寄付金の拡大　◦共同募金の推進

❷	新たな財源確保の手段　◦町委託事業の推進　◦公益事業財源としての在宅サービス事業収入の確保

❸	組織体制の強化
　◦計画的経営の推進　◦情報公開の推進　◦広域的連携の推進　◦地域福祉センターの管理
　◦組織体制の再編成　◦担当理事制の導入　◦会員代表等役員・評議員の選任　◦役員・評議員研修の強化
　◦人事交流の推進　◦ＩＴ化の推進

❹	地域福祉活動計画の策定

163,492,000円
支 出

163,492,000円
収 入

会費収入
1,679,000円
寄付金収入
3,200,000円

経常経費補助金収入
22,320,000円

受託金収入
31,328,000円

介護保険収入
91,537,000円

障害福祉サービス
等事業収入

2,709,000円

その他の収入
22,000円

事業収入
117,000円

受取利息配当金収入
5,000円

積立資産取崩収入
9,091,000円

人件費
108,501,000円

事業費
41,975,000円

事務費
4,624,000円

予備費支出
300,000円

助成金支出
1,025,000円

共同募金
配分金支出

1,284,000円
共同募金
配分金収入
1,484,000円

負担金支出
3,000円

固定資産取得支出
150,000円

固定資産取得支出
（共同募金分）

200,000円 積立預金積立支出
1,026,000円

その他の
活動による支出
4,404,000円

その他にもサンホーム七宗で使う日用品などのご寄付をいただきました。
皆様からの善意は、地域福祉推進のために有効に活用させていただきます。
心よりお礼申し上げます。

令和6年2月1日から令和6年3月31日までに次の方からご寄付をいただきました。(受付順)

温かい真心をありがとうございます温かい真心をありがとうございます

住　所 氏　名 金　額 住　所 氏　名 金　額
杉　洞 可児　 義昌 様 100,000円 寺　洞 林　　 　榮 様 200,000円

本郷上 井戸　 京子 様 10,000円

令 和 ６ 年 度 予 算 の 概 要
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▪　お　知　ら　せ　▪▪　お　知　ら　せ　▪

共同募金の配分を受け、地域福祉の推進を図りたい共同募金の配分を受け、地域福祉の推進を図りたい
民間の施設及び団体の方へ民間の施設及び団体の方へ

　共同募金会では、毎年5月下旬を目途に共同募金の配分申請受付を行います。
　配分の対象は、岐阜県内において社会福祉事業、更生保護事業、その他の社会福祉を目的
とする事業を経営する民間の施設及び団体の方々です。
　配分金の充当は、申請した翌年度の事業に対して行われます。
　詳しくは、共同募金会七宗町分会までお問い合わせください。

共同募金会七宗町分会　TEL：46-1294（七宗町社会福祉協議会内）
　　　　　　　　　　　 担当　井川 英倫子

　七宗町社会福祉協議会では、食べ物に困っている方や生活に困窮している相談者に対して、
地域で自立した生活が送れるように食糧支援を行っています。お気軽にお問合せください。

在庫については変動しますのでお問い合わせください

対　象　者　　七宗町に住民票を有する方で、生活に困窮し食べ物に困っている方

お問合せ先
七宗町社会福祉協議会

担当 松山　幸生　℡ 46-1294

◀共同募金配分事業にて食糧を購入させていただきま
した。町内で困窮している方々にお配りします。

　赤い羽根共同募金の配分を受け、各地区の公民館
で地域茶話会を開催しました。全地区で257名の参
加がありました。昨年度は「多肉植物を植えよう♪」
ということで好きな植木鉢と多肉植物を選んで植え
ていただきましたが、その後元気に育っていますで
しょうか？暖かい場所において増やしてみてくださ
いね。たくさんのご参加ありがとうございました。

ご参加ありがとうございましたご参加ありがとうございました令和５年度
地域茶話会

生活困窮者緊急食糧支援事業

赤い羽根共同募金の配分を受け、災害時に備え必要な備品と
サンホーム七宗に来館された方に自由に使っていただける
ガーデンテーブルを購入しました。

メニュー事業
購入品の紹介

共同
募金

▪ ▪ コンボキット	コンボキット	▪▪ ▪ ▪ ブロアー	ブロアー	▪▪ ▪ ▪ ファン	ファン	▪▪ ▪ ▪ ガーデンテーブル	ガーデンテーブル	▪▪
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七七 宗宗町町親親子子 教教室室

日頃は、『七宗町障がい児者親の会』の活動にご理
解とご協力をいただき、ありがとうございます。

昨年度からイベントも復活し、ふるさとまつりや
ふくしまつり、レッキーマラソンで久しぶりに出店
でき、地域の皆様と直接交流できることの大切さを
実感しました。今年度もイベントに出店を計画して
います。皆様のお越しをお待ちしております。

さて、私たちの冬の主な活動は、夏の販売に向け
た松明づくりです。ご厚意でいただく丸太を乾燥さ
せて、斧で板にし、細長く割って麻を入れて束にし、
ひもで縛って袋詰めにします。板にして細長く割る
作業は、力加減や中腰の姿勢が思いのほか大変で、
時間のかかる作業ですがコツコツ作りためていま
す。お盆に松明を燃やすご家庭も減っているようで
すが、毎年ご購入してくださる方々もあると伺い、
励みになっています。

さくらハウスさくらハウス通信通信

　新学期が始まりました。ここ数年コロナ感染予防のため中止や制限がかかった行事が、以前のように
執り行われるようになりました。親子教室でもマスクを外して大きな声を出して構音指導をやっています。
　3月22日　親子教室で遊びの教室を行いました。4組の未就園児の親子が参加となりました。バスタ
オルにお子さんが乗ってお母さんが引っ張りながら歩くタクシーごっこや、お母さんと指導員が、端を
持って揺らすブランコで遊びました。初めは、少し怖そうに乗っていたお子さんが楽しそうな表情で降
りて来る様子は、こちらもほっこりしました。お母さん、お疲れ様でした。
　親子教室に通ってくる小学生が、遊びの教室のチラシを見て「いいな」「やってみたいな」と呟いてい
ました。指導で実践できるものは、取り入れて遊びながら体を動かしてみたいです。

お知らせ
◦すくすく相談　5月27日（月）
　時　間　10：00～12：00
　場　所　生きがい健康センター
　相談員　関市　中濃圏域発達障がい支援センター
　　　　　発達障がい地域支援マネジャー　浅野和枝先生
　連絡先　生きがい健康センター　48-1112
　　　　　親子教室　　　　　　　48-1881

　七宗町親子教室では、七宗町に在住する幼児・児童でことばや発達に心配のある場合、その子やご家
族にたいして、必要な相談や支援を行っています。
　正しく発音できない、言葉がなかなか出てこない、落ち着きがない、集中がなかなか続かないなど、
子どもさん一人ひとり相談内容は違います。ご家庭で困っていること、または、保育園などの集団生活
の中で困っていること、気になること、心配に思われることなどがありましたら、ご連絡ください。
　ご家庭の様子など、保護者の方のお話を聞き、お子さんと遊びながら様子を見させていただきます。
　“今後”を一緒に考えていきましょう。

◦月に2～4回（1週間に1回）、1回1時間程度で、お子さんに合わせたねらいをたて、玩具や遊具を利用
した遊び・活動を行っています。

　相談をご希望の方は、TEL：0574-48-1881（祝祭日を除く月〜金曜日）
　午後５時までに、電話でご予約ください。

お譲りください！
七宗町障がい児者親の会では、アルミ缶とフリー

マーケットの商品（未使用品）を集めています。もし
お譲りいただける方は七宗町社会福祉協議会または
お近くの会員にご連絡ください。
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◦PTA、自治会、町内会、老人クラブ、子ども会など
　ボランティア活動以外の目的でつくられた団体

◦有償のボランティア活動など

対象とならないボランティア活動対象とならないボランティア活動

❶ ボランティア活動中（家から活動場所までの往復途上を含む）の
　 様々な事故によるケガや賠償責任を補償します。
❷ 活動には活動のための学習会や会議等も含みます。
❸ ボランティア自身の食中毒（O-157等）や特定感染症を補償します。
❹ 熱中症（日射病、熱射病）による障害も補償します。

　ボランティア活動保険はボランティア活動中の急激かつ偶然な外来の事故によりケガをさ
れた場合や、偶然な事故により他人にケガを負わせたり、他人の物を壊したこと等により法
律上の損害賠償責任を負われた場合に保険金をお支払いします。

ボランティア活動保険のご案内ボランティア活動保険のご案内

※登録者に対して、補助がございます。（上限350円）
※補償期間は令和6年4月1日から令和7年3月31日までです。

▪ ボランティア保険に関する詳しい話や加入の手続などは社協までお問い合せください ▪▪ ボランティア保険に関する詳しい話や加入の手続などは社協までお問い合せください ▪

加入プラン 基本プラン 天災・地震
補償プラン

保険料 350円 500円

特長

　令和６年能登半島地震で深刻な
被害にあった石川県珠洲市に職員
を派遣し、珠洲市災害ボランティ
アセンターの支援業務を行ってき
ました。内容は被災状況の現地調
査や災害ボランティアセンター運
営のバックアップ活動など、状況
に合わせた活動を行ってきました。
　まだまだ多くの方が支援を必要
としています。皆様の温かいご支
援をよろしくお願いいたします。

珠洲市災害ボランティアセンターの珠洲市災害ボランティアセンターの
支援業務を行ってきました支援業務を行ってきました

葉津区楽しみ会様より6.636円の
災害義援金をいただきました。

ボランティアセン
ター

軍艦島（見附島）の様子
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